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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年9月4日(2014.9.4)

【公開番号】特開2013-22310(P2013-22310A)
【公開日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-006
【出願番号】特願2011-161112(P2011-161112)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/05     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   1/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/05    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｍ   1/14    ５３７　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月16日(2014.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
【図１】図１は人工透析装置の概略図である。（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｅｄｉ－ｎｅ
ｔ．ｏｒ．ｊｐ／ｔｃｎｅｔ／ｄｔｘ／００４．ｈｔｍｌより転載）
【図２】図２（ａ）はダイアライザーの概略図（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｉｎｉｎｋａ
ｉ．ｃｏｍ／ｋｉｓｏ．ｈｔｍより転載）であり、図２（ｂ）はダイアライザーの機能を
示す概略図（ｈｔｔｐ：／／ｍｏｂａｒａ－ｃｌ．ｃｏｍ／ｈｅｍｏ＿ｄｉａｌｙｓｉｓ
／ｈｅｍｏ＿ｄｉａｌｙｓｉｓ．ｈｔｍｌより転載）である。
【図３】図３は一対の（２端子の）電極を有する血液インピーダンス測定装置の概略図で
ある。
【図４】図４（ａ）は接触モデルの等価回路図であり、図４（ｂ）は非接触モデルの等価
回路図である。
【図５】図５は生体組織のモデル図である。
【図６】図６は、低張液、全血及び高張液についてのコールコールプロットである。
【図７】図７は接触型血液セルの概略図である。
【図８】図８（ａ）は、接触型血液セルについての｜Ｚ｜の測定結果であり、図８（ｂ）
は、非接触型血液セルについての｜Ｚ｜の測定結果である。
【図９】図９（ａ）は、測定されたインピーダンスの実部をプロットしたグラフであり、
図９（ｂ）は、測定されたインピーダンスの虚部をプロットしたグラフである。
【図１０】図１０は４端子電極を有する血液インピーダンス測定装置の概略図である。
【図１１】図１１は薄型チャンバの概略図である。
【図１２】図１２は同心型電極を有する薄型チャンバの概略図である。
【図１３】図１３は、本発明に係るインピーダンス測定方法を示すフローチャートである
。
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